
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
南会津教育事務所学校教育課だより 

   南会津夢教育 

 

令和６年１月２４日（水）発行 

第 141 号 

３学期の授業づくりに向けて パート４ 「補足資料５」編 

３学期がスタートして３週目となりましたが、子供たちは進学・進級に向けて少しずつ意識が高まって

きているのではないでしょうか。本号では、追加作成した「自ら学ぶ子供の育成リーフレット」補足資料

５・６の内容の詳細についてお伝えします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セミナー２：複式学級のよさを取り入れた授業づくり  
 

 

 

セミナー３：小学校でも中学校でも、明日から使える ICT活用入門  
 

 

 

（１） いじめをなくすために 

  ○下郷中学校 いじめ撲滅宣言「レッドリーフ運動」 

   

 

運動に出合ったばかりの子供た

ちがもった課題はまだぼんやり

としています。しかし、実際に動

いたからこそ感じた課題から問

いを設定していく学びを積み重

ねていくことで、単元の後半に

は、「自分（たち）は、○○をやっ

ていく」という明確な課題をもつ

ようになり、１回目のゲームを経

なくても、導入で課題や課題解

決への見通しを引き出すことが

できるようになってきます。 

子供から引き出したい動きや気付きを構想し、

ルールや場、用具などを工夫して設定します。 

ゲーム領域は、「ボール操作」と

「ボールを持たない時の動き」の

２つの運動局面を見つめさせて

いくことが大切です。学習指導要

領を確認し、どのような動きや気

付きを求めるのか明確にして動

きの変容を見取っていきましょう。 

学年が上がるにつれて、学んで

きたゲームでの気付きと、今行っ

ているゲームに求められている動

きを関係付けて学んでいくように

なっていきます。教師は、それま

で、どのような学びをしてきたの

かを確認しておきましょう。 

課題となる部分ばかりに目を向けさせるのではな

く、動きの変容したチームや子供を見取り、成長し

た理由やよさに気付かせていくことも大切です。 

「次の課題は○○だな」、「次は○○をやっていこう」といっ

た次時に向けた問いを引き出していくことで、学びが連続し

ていくようになります。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 

３学期の授業づくりに向けて パート５ 「補足資料６」編 

「何をする？」という教師の問い

かけの他に、「○○をすることで、

○○さん（みんな）は、どうなって

みたいの？」、「じゃあ、今回は、

○○のようになっていることが目

標だね」など、具体的ななってみ

たい姿をイメージさせていく問い

かけをしていきます。「何のため

に」という目的意識とともに、具

体的ななってみたい姿を教師と

一緒に共有していきましょう。 

「自己決定の場」における「具体

的ななってみたい姿」を、子供た

ちも教師もイメージしているから

こそ、子供たちは活動することへ

の目標をもち、意味ややりがいを

見いだしていきます。そして、活動

後の子供同士による相互評価

や教師による価値付け、励まし

の言葉により、自分（たち）のよ

さや存在価値を与え、自己存在

感を感受させていきます。 

 

目立っている、活躍している子供ばかりに目を向けるのではなく、学校や学級の目指す子供の姿や、コツコツと努力し

ている子供、発言は少ないが、じっくりと考え、行動している子供、授業以外の生活場面でよさを発揮している子供、

友だちのつまずきに寄り添って、共に高め合おうとしている子供、失敗から学ぼうとしている子供の思いや願いを見取

っていきましょう。そして、見取った子供の思いや願いのよさを他の子供に気付かせたり、失敗したことから大切なこと

は何かを学ばせたりしていく教師の意図的な関わりが、「共感的な人間関係の育成」や「安心・安全な風土の醸成」

につながっていきます。 

子供たちの心身の安定を図り、自ら動き出す子供を育成していく

ためには、全教職員が、一つ一つの教育活動における目標や育てたい

資質・能力から「具体的な目指す子供の姿」を共有し、一貫したぶれ

ない軸や視点をもって子供と接していくことが求められます。 

まずは、「自己決定の場」を与えていくことから始めてみましょう。

なぜなら、他者から決められたことは他人事であり、自分事にはなら

ないからです。「自ら学ぶ子供の育成リーフレット」や「補足資料１

～６」は、授業づくりだけではなく、学級づくり、人間関係づくりに

つながることを示していますので、ご活用ください。 

生徒指導の実践上の視点に留意し、教科等の指導と生徒指導を一

体化させた授業づくりを進めていきましょう！ 

 

要請訪問Ⅱでは、リー
フレットの内容や学級づ
くりに関する全体指導
を、要請訪問Ⅲでは教師
に対する個別支援を行っ
ていますので、ご活用く
ださい。 

 


